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器65 歯科用充填器器 67 歯科用防湿器

一般医療機器

届出番号：13B2X10594000001

歯科用マ トリックスバンド(16195000) 歯科用 マ トリックスウェッジ (16370000)
歯科用マ トリックスリテイナ(33204000) 歯科用充填・修復材器具(10861001)

iMatrix隣接面用システム
再使用禁止（歯間ウェッジ 、3D マ トリックバンド）

【禁忌・禁止】
・ 歯間ウェッジ 、3D マトリックスバンドは再使用しないこ

と。

劣化や異常が見られた場合は、器具の使用を中止すること。
・ 器具の形態変更や改造などはしないこと。

【形状、構造及び原理等】
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3動作原理
・歯間ウェッジ ：歯頚部に設置し、歯間がわずかに分離さ

れる。
・ マ トリックスリング：3D マ トリックスバンドを固定し、

窟洞部と隣接歯を離開させる。
·3D マ トリックスバンド：歯の隣接面に挿入し、所定の位

置につけることにより、立体的
に隔壁を形成する。

・フォ ー セプス： 2 つのア ームの先端部を 3D マ トリックス
バンドに引きつけ、 歯支部を握ることによ
り 3D マ トリックスバンドを広げる。

・ ヒ°ンセット ：3D マ トリックスバンドを取り外す。

【使用目的又は効果】
・歯間ウェッジ：充填物の挿入時に歯をわずかに分離させる

ために歯頸部に設置する歯科用器具をい
う。

・マトリックスリング：修復材に一般的輪郭を与え、修復材
を閉じ込めるステンレス製バンド
をいう。3D マ トリックスバンドに
より所定の位置に取り付ける。修復
する歯の形状のほか、隣接する歯の
位置に応じて適切な形になるよう
に輪郭をつける。

·3D マトリックスバンド：3D マトリックスバンドを歯の
所定の位置に保持するために
用いる歯科用器具をいう。

・フォ ー セプス ・ ヒ°ンセット：口腔内で充填材又は修復材を
適用するために用いる歯科器

具をいう。

【使用方法等】
1修復する歯の歯冠の高さに最も近い 3D マ トリックスバ
ンドを選択し、歯周に装着する。3D マ トリックスバンド
の端を曲がらせ、適切に合わせる。

2．歯間に合った歯間ウェッジ挿入し、抜けないように 3D マ

トリックスバンドに指を当てて保持する。
3． マ トリックスリングを広げ、歯間ウェッジの上にできるだ
け低く取り付ける。指で 3D マ トリックスバンドを押し
て、動かないようにする。
4．エッチング、ボンディング、合成物の塗布、および硬化を
行う。

5．フォ ー セプスを使用して歯間を広げて、ヒ°ンセットや指で
歯間ウェッジ を 抜き取り、ヒ°ンセットで 3D マ トリックス
バンドを取り外す。

6輪郭を整えることで仕上げる。

【使用上の注意】
く重要な基本的注意＞
• 本品の誤飲に注意すること。
•本品を使用する前に、形状不良等がないことを目視で確認

すること。
•本品は末城菌のため、使用前に必ず適切な方法で滅菌又は

消毒をすること。
・歯間ウェッジ と 3D マ トリックスバンドは再使用しない

こと。
1取扱説明書を必ずご参照ください。1
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